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件 名：災害時避難行動要支援者の支援に係る対応事業 

 

佐用町は、災害が発生した際に自力で避難できないかた(要支援者)のために、避難を支援する一

人ひとりの計画を作成します。 

計画の作成にあたって、次の２つの事業を行いますのでお知らせします。 

 

 

記 

 

【１】 要支援者の避難計画作成説明会 

 自治会長や民生委員児童委員を中心に説明会を開催します。一般のかたの参加も受け入れます。 

  １．日時  ８月 21 日(火) 午後１時 30分から 

  ２．場所  さよう文化情報センターホール 

  ３．内 容 ①講演会 「いのち支えあい」 

阪神淡路大震災の被災経験から互助の温かさをお話しいただきます 

         講 師  金芳 外城雄（かねよし ときお）さん 

（NPO 法人「神戸の絆 2005」専務理事、京都大学防災研究所非常勤講師 

元東灘区長など） 

        ②避難計画作成説明 

 ４．対 象  どなたでも 

５．参加費  無料 

 

【２】 避難支援のグループワーク 

 民生委員児童委員約 70 人の定例会で、要支援者の避難を想定したグループワークを行います。 

１．日時   平成 30年８月 17日(金) 午後１時 30 分から 

２．場所   南光文化センター 大ホール 

３．参加者  町内の民生委員・児童委員 約 70 人 

４．講師   日本赤十字社兵庫県支部 

 



いのち支えあい 

   防災への備えを、支援の必要なかたへ届けよう 
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阪神淡路大震災の被災経験から、公助の限界、
互助の温かさや防災への備えの大切さをお話
しします。 
 
神戸市東白川台防災委員会委員長 
NPO法人「神戸の絆２００５」専務理事 

 
金芳 外城雄（かねよし ときお） 
昭和18年 神戸市生まれ 

関西学院法学部卒業後、神戸市に入庁。東灘区長、生
活再建本部長、収入役、京都大学講師など要職を歴任し、
現在は、NPO法人「神戸の絆2005」専務理事、認定NPO
法人「ＣＳ神戸」理事などを務める。 

 

■主催 佐用町    
■問い合わせ 佐用町健康福祉課 ☎82-0661  

８/21火 
午後1時30分から 

さよう文化情報セ
ンター・ホール 

●対象 どなたでもご参加ください 
●参加費・申し込み 不要 

 災害が発生した時に、消防や自主防災の救助が間
に合わない場合があります。また、一人で避難でき
ないかたがあります。ご近所同士で助け合って早目
に避難する個別の計画を、自治会が中心となって、
皆さんとともに作成します。 
 どのようなかたが対象なのか、誰が手助けするの
か、作成の方法を説明します。 
 金芳さんから互助の温かさや訓練の大切さを聴き、
みんなで安心して暮らせるまちを築きましょう。 
  

講 演 
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